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１．研究計画の概要 
 フォトメカニカル機能を有する分子結晶
材料を創製するとともに、新しい機能をもつ
ジアリールエテン誘導体の開発をすすめる。
ジアリールエテン誘導体の多くは、単結晶状
態においてもフォトクロミック反応する。こ
れらのジアリールエテン単結晶の中から光
誘起形状変形するものを探索し、それらの光
応答挙動を計測するとともに、結晶構造と形
状変形との相関を明らかにし、光誘起形状変
形機構を解明する。さらに、これら分子結晶
の光誘起力学物性を計測する。これらの研究
により、フォトメカニカル機能というこれま
での有機分子材料が持ちえなかった特異な
機能の基盤を確立する。 
 
２．研究の進捗状況 
 結晶構造と光誘起形状変形との相関を明
ら か に す る た め に 、
1,2-bis(2-ethyl-5-phenyl-3-thienyl) 
perfluorocyclopentene(1)と同様の結晶構造
をもつ 1,2bis(5-ethyl-2-phenyl-3-thiazolyl) 
perfluorocyclopentene(2) と
1,2-bis(2-propyl-5-phenyl-3-thienyl) 
perfluorocyclopentene(3)とについてそれら
の結晶の光誘起変形挙動を観測したところ、
それぞれの光着色は、(1)は青、(2)は赤、(3)
は青と異なったが、形状変形はいずれも正方
形から菱形へと変形することを認めた。この
結果は、形状変形は結晶構造により一義的に
決 ま る こ と を 示 し て い る 。 ま た 、
1,2-bis(2-methyl-5-naphthyl-3-thienyl)per- 
fluorocyclopenteneとのmmサイズの長方形

板状結晶を作製し、その力学物性を測定した。
ヤング率を測定したところ、11Gpa が得られ、
また最大発生応力は、44MPa の値が得られ
た。この値は、生体筋肉の約 100 倍の値であ
り、PZT ピエゾ素子(～50MPa)に匹敵する応
力が光発生していることが明らかとなった。 
 このように結晶構造と光誘起形状変形と
の相関を解明し、また力学物性の計測にも着
手することができた。 
 
３．現在までの達成度 
 ① 当初の計画以上に進展している 

結晶構造と光誘起形状変形との相関を解
明することができ、加えて分子結晶の力学物
性、光誘起発生応力の計測にも成功した。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 これまでの研究成果をふまえて、フォトメ
カニカル機能というこれまでの有機分子材
料が持ちえなかった特異な機能の基盤を確
立する。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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